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圃
皿

士
別
市
か
ら
引
き
継
い

だ
国
民
平
和
火
行
進
は
十

窮
加
し
た
宮
題
悠
介

さ
　
　
日
本
共
産
完
か
ら
は
、

ん
（・一九）は
一‐市
民
の
及
応

お
ぎ
う
和
致
衆
院
寛
例
候

が
よ
く
、

平
知
矛
届
「
全
（　
補

（澄
６
区
重
喜

が
連

持
ち
は
国
民
共
通
で
あ
る
　
帯
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

日
、

旭
川
市
に
入
り
ま
し
　
う
」
と
よ
び
か
け
、

通
し
　
　
集
会
後
、

歩
加
者
は
市
　
声
予
隻
豊
天
感
し
ま
し
た
」
　

行
進
に
は
、

日
本
共
産
党

た
。

通
し
行
進
署
の
小
囲
　
行
遷
者
が
そ
れ
ぞ
れ
決
意
　
内
中
心
部
で
署
名

・
宣
伝
　
＞
技
，れ
し
そ
う
に
話
し
て
　
退
川
市
騒
団
も
参
加
し
ま

正
さ
ん
、

練
悦
字
さ
ん
、

　

を
奪
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
を
く
り
広
げ
ま
し
た
。

　
　
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
し
た
。

浸
途
正
朗
さ
ん
、

小
林
和
　
　
―
―
―
―
　
‐‐
　
―

―
―
‐
―
―
―
―
―
―
―
‐　
　
　
　
　
―
―
―
―
―
―

‐
　

―
―
―
―
―
―
―
，

腿ス
ベ
岡
‐見‐見
鱗
に
却率と
ブ
ぢ
ナ
襲

国
民
平
和
大
行
連
の
適

し
行
進
書
五
人
は
屯
日
、

日
本
共
産
完
の
斎
藤
宿
曇

雅
内
市
議
と
と
も
に
、

種

内
市
役
所
を
筋
習
厄
羊
ｒ
）

た
。「

戦
争
の
憩
惇
さ
、

本

当
に
そ
ユ
学
ね

一
と
共

感
し
た
槙
田
耕

ヤ
市
長
頑

ベ
ン
を
と
り
、

「
６
８
洞

知
ら
な
い
人
た
ち
が
増
え

て
、

こ
れ
か
ら
大
変
で
す

ね
～
慈
目

市
昼
。通

し
行

進
者
の
小
林
和
江
一宇
宗

「
帝
投
所
の
ロ
ビ
ー
で
原

娘
写
真
展
を
開
い
て
く
だ

さ
い
七
こ
求
め
る
と
、同

市

豊
は
平
和
委
員
会
が
作
製

し
名

資
料
を
送

っ
て
く

だ
さ
い
～
籍

し
ま
し
た
。

次
に
、手

島
奪
通
教
育

長
を
訪
ね
る
と
、「

毎
年
、

平
郷
行
途
ご
苦
労
さ
ま
で

す
～
」歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

「
樺
太
生
ま
れ
で
、

や

っ
と
日
本
に
帰

っ
て
こ
ら

れ
ま
し
た

」
と
終
戦
後
の

苦
労
を
紹
介
し
て
、

「私

は
戦
争
、

平
和
に
す
ご
く

こ
だ
密

を
簿

っ
て
い
ま

す
。

広
島
、

長
時
の
屋
爆

賓
対
籍
に
よ
く
行
き
ま
し

た
」
と
鶴
り
、

署
極
に
応

ド営
Ｆ
）
た
。

で
の
約
四
ま
を
力
強
く
行

連
し
ま
し
た
。

「
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
一

綾

泉
器
を

廃
俺
し
よ

う
」
の
訴
え
に
、

手
を
振

っ
て
応
え
る
高
校
生
や

一！頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
声
を
か
け
る
親
子
連
れ

も
い
ま

ｙ
代
）

集
緒
集
会
で
は
、

遺
北

原
水
協
の
町
部
理
代
表
理

事
が

「
日
本
国
民
は
世
界

平
和
に
憲
法
九
彙
で
寅
献

し
て
い
ま
す
。

核
保
有
国

が
集
ま
る
洞
韓
湖
サ
ミ
ッ

ト
で
、

核
廃
櫓
に
む
け
た

冒

盲

運
動

を
す
す
め
ま
し

ょ

網
定
市
を
六
日
に
出
発

し
た
国
民
平
和
大
行
進
網

走
コ
ー
ス
は
七
日
、

網
走

市
、

大
空
、

禁
院
、

訓
子

府
、

霞
戸
告
町
を
経
て
北

見
市
入
り
し
、

夕
方
、

市

役
所
前
で
案
会
を
開
き
ま

し
た
。

「憲
法
改
悪
反
対
」
一
今

こ
そ
核
曇
謡
廃
絶
を
」
と

雷
い
た
フ
ラ
カ
ー
ド
や
の

ほ
り
が
翻
る
な
か
、

核
兵

誘
廃
絶

・
綬
嬢
者
鍵
蓮
北

見
実
行
蚕
員
会
の
佐
々
木

秀
翫

妻
憂

庁

冠
米

高
富
在
ち
の
核
兵
転
廃
題

曇

目

導
の

一
定
の
改
善
、

平
和

せ
、
核
兵
器
廃
絶
の
た
め
　
の
に
し
つ
つ
あ
る
こ
と

ま
し
た
。

に
力
を
合
わ
せ
ま
し

ょ

う
」
と
主
催
著
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

通
し
行
達
者
の
道
原
水

協
の
岩
洲
尚
事
務
局
黒
は

「
二
十
年
以
上
の
原
水
嬢

禁
Ｌ
世
界
大
会
や
平
和
行

に
確
置
を
持
ち
、

前
題
し

ま
し
ょ
う
」
と
の
べ
ま
し

た
。オ

ホ
ー
ツ
ク
動
直
労
、

百
認
喫

霞
三
蔵
工
会
の

代
表
が
決
意
嚢
明
し
、

八

団
体
六
十
人
以
上
が
中
心

２９
日
に
長
万
部
町

原

水
協
が
金

力

澄
葺
官
内
長
万
部
町
の

長
万
部
原
水
協

（
四
団
体

が
加
壺
）
は
、

二
十
九
日

に
長
万
部
呼
余
辛
え
歯

畢

和
六
行
遅
を
威
警

せ
る
た
め
に
会
力
を
発
け

て
い
ま
す
Ｇ

当
日
は
早
弱
か
ら
、

国

遭
５
号
と
３７
号
の
合
流
点

と
な
る
郎
の
入
り
□
付
近

に
横
断
幕
と
藤
を
掲
げ
、

Ｊ
Ｒ
長
万
部
駅
前
で
区
癖

昌

昌

。

市民に訴える平和行進の彗
刑管王 7日 、北見市

｀
平和にこだわるょ

市長と教育長が署名

午
椿
宍
時
に
国
民
平
和

套

暑

近
に
到
着
す
る
の
を
待
っ

て
、

中
心
部
を
約
一
・
五

ま
行
進
し
ま
す
。

同
六
時
　
　
一手
千
日
に
は
町
役
窃
を

半
か
ら
は
、

特
別
母
と
子
　
訪
れ
、

年
後

一
時
に
八
雲

の
黛
前
広
場
で
歓
迎
集
会
　
町
に
向
け
て
出
発
し
ま

を
開
き
喜

ツ
。
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